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高齢犬ケアにおける飼い主の対応策

Measures Owners Can Take in the Nursing Care of Elderly Dogs
中塚圭子　ドルチェカーネ代表　JAHA 認定ドッグトレーニングインストラクター

Keiko NAKATSUKA　Representative of Dolcecane,  JAHA authorized Dog Training Instructor

     皆様こんにちは。

   JAHA 認定家庭犬のしつけインスト

ラクターの中塚圭子と申します。

    私は、１９９３年から約 15 年間、

インストラクターとして働いて真行き

ました。

    その間、生徒さんとさまざまな悩み

を解決してきました。

   ペットブームの到来と共に年月を重ねてきた犬たち

が、まさに老犬時代を迎え、老犬特有の悩みが次第に増

え、そのことについても実践を重ねて参りました。

   人間の老人問題と同じように老犬たちも医学的なこと

の解決とともに日常の生活での悩みを多く抱えるように

なります。

   写真は愛犬サリーです。14 才 8 ヶ月にして亡くなり

ましたが、私にさまざまなコトを教えてくれました。そ

の他、私が見送った家族であったベル、ジーコ、そして

私の大切な犬とものお話を交えながら老犬の自宅管理へ

のアドバイスについて講義をいたします。暮らしの工夫

についてお実演も出来る限り行おうと思います。今日は

皆様どうぞよろしくお願いいたします。

　自己紹介です。小学校の先生をしていました。

　動物行動学と、人間の心理学に共通点がありました。

犬の習性を知りながら、飼い主さんと共に一緒に悩み一

緒に勉強と実践を重ねていきました。

　こんなにたくさんの本を書くことが出来たのは、飼い

主さんの生の声を集めていったからだと思っています。

　書き留める習慣というのは取っても大事なことである

と感じています。

　ノートを持つ習慣は、動物病院の看護士さんでは極当

然のこと。そこに聞かれた質問をたくさん書いていくこ

とをしました。

そして、書いたものの答えを本にしていくことが大切だ

と思いました。

本に出来なかったことを調べたり人に効いたりして更に

充実させていくという方法で今日までやってきました。

　生活ホットモーニングでは、多くの老犬問題を世に提

案できたとともに、日本で者遺書に老犬教室を持つこと

ができました。

　若山先生のお話にもありましたように、近年高度医療

や室内飼いなど、犬にとって良い環境を提供するように

なったため、犬の平均寿命は年々延びてきています。

　1990 年に 8．6 歳であった平均寿命も今や 11，9 歳

になりました。
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　2006 年の報告では 7歳以上を占める割合が 42．7％

であったものが、なんと 2007 年には 55．3％と、1割

以上も増えてきたのです。

　大型犬がまさにこのように移行していきました。今や

大型犬の老犬問題まっただ中です。

　大きいから人間の負担も大きいのが特徴で、小型犬の

問題が今後出てくるだろうと思われます。特にダックス

ですね。足腰に不安があります。

　私が行ってきたしつけ方教室もこの時代のニーズに

よって生まれてきたといえます。

　大型犬のしつけに困り、しつけ方教室が導入されまし

た。その頃の子犬が 06 年には老犬となり、今、まさに

お迎えの時期を迎えています。

　老犬クラスの先輩メンバーを見て、次々に集まってき

ました。

　では、いくつからが老犬なのか？？人間との比較表で

見てみましょう。ちなみにあなたの愛犬は何歳ですか？

　現在 14 歳を先頭に、5歳の犬までのメンバーが居ま

す。

　老犬教室は「老いじたく」教室ですので、７歳から、

１０歳が中心です。

　大型犬では１５歳をすぎると今度は車に乗るのも一苦

労となり、体調も良い日、悪い日を浪のように繰り返す

ので定期的な参加は無理があるようです。

　次は、なぜ、老犬教室をはじめたのかについてお話し

いたします。

　いったんしつけ方教室を卒業した方々から老犬につい

ての問い合わせが多く寄せられるようになりました。

身体の異常ならば獣医師と相談し、治療を受けることで

悩みは解決します。同様に、老化に伴い習慣や性格が変

化していく愛犬にどう対処していけばよいのか

を相談し、解消する場が飼い主にとって重要であるとわ

かってきました。

　まずは「老犬教室」と命名した同窓会を開催してみま

した。

　集まったときはもう大変。今までのんびりして暮らし

ていた犬たちは昔の仲間に出会い、興奮し、なんと次か

ら次へとお漏らしをし始めました。

　飼い主もベテランです。教室に入る前に排泄をさせて

準備万端できたはずでした。

　若い頃、教室でお漏らしなどしたことのないメンバー

だっただけに、集まった飼い主さんは、老化ってこうい

うことね～、と、がっかりしながらも、みんながそうな

のね、と、納得してわらっていらっしゃいました。

　昔得意だった障害物の平均台に自信満々でのっかった

り、ゲームを楽しんだりしました。そして、ストレッチ

を体験しました。

　当時老犬にマッサージやストレッチなどをすることは

余り知られていませんでした。

　海外の資料を基に、人間の看護士、そして動物病院の

獣医師、看護士さんと一緒に相談して当日のプログラム

を決定しました。

　とっても気持ちよさそうです。しかも、愛犬と触って

いたい、という飼い主さんの心情を十分満足させ、人も

犬も満足していました。ちなみにジー太３歳のときに老

犬クラスに入学。若いのに彼の老後は非常に長いものと

なったのです。

　同窓会の中で、迫り来る老化にそなえる「老いじたく」

をはじめようではないか、という意見が高まり、

老犬クラスとして、出発しました。

　老犬教室をはじめるに当たり、飼い主さん、獣医さん

の意見をお聞きし、老犬教室の心得を設定しました。

・動作はゆっくり。とにかくできる範囲ですこしだけ閾

値を広げるというきもちで。

・愛犬の「きもちいい！楽しい！」を大切に

・リラックスするための教室なので、極力他犬との競争

はなし。

・自分の犬との楽しい時間を意識すること。

・老化は進化と捕らえ、新発見を楽しむこと。

・飼い主の情報交換の場とすること。

　情報交換の中には、知識の交換のみならず飼い主の心

情の交流も大切なものと位置づけました。

あとからやってみて、この心情、老犬にまつわる感性の

交流が一番大切な物であるということがわかりました。

　先ほどの３歳のジー太ですが、こののんびり教室がい

たくお気に入りで、他のレッスンの時には途中であきる

こともしばしばなのですが、一緒にやりたくてしょうが

ないのです。

　ゆったりした老犬の雰囲気、なにかをおしつけられる

ようなことのない雰囲気がとっても気に入ったようで
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す。この様子から、日々のレッスンもこの心得が必要で

あると思いました。

　老犬のみならず、恐がりの犬もこのクラスに入ること

で非常に良好な結果が得られました。

　私自身、犬のしつけ方教室が、「押し付け教室、お受

験教室」になっていないか自戒する機会にもなったとい

えます。

   老犬教室をはじめるに当たり、飼い主さん、獣医さん

の意見をお聞きし、老犬教室の心得を設定しました。

・動作はゆっくり。とにかくできる範囲ですこしだけ閾

値を広げるというきもちで。

・愛犬の「きもちいい！楽しい！」を大切に

・リラックスするための教室なので、極力他犬との競争

はなし。

・自分の犬との楽しい時間を意識すること。

・老化は進化と捕らえ、新発見を楽しむこと。

・飼い主の情報交換の場とすること。

    情報交換の中には、知識の交換のみならず飼い主の心

情の交流も大切なものと位置づけました。あとからやっ

てみて、この心情、老犬にまつわる感性の交流が一番大

切な物であるということがわかりました。

    先ほどの３歳のジー太ですが、こののんびり教室がい

たくお気に入りで、他のレッスンの時には途中であきる

こともしばしばなのですが、

    一緒にやりたくてしょうがないのです。

    ゆったりした老犬の雰囲気、なにかをおしつけられる

ようなことのない雰囲気がとっても気に入ったようで

す。

    この様子から、日々のレッスンもこの心得が必要であ

ると思いました。老犬のみならず、恐がりの犬もこのク

ラスに入ることで非常に良好な結果が得られました。

私自身、犬のしつけ方教室が、「押し付け教室、お受験

教室」になっていないか自戒する機会にもなったといえ

ます。

    そんな老犬教室のレッスンの例を２つ挙げます。

    １つ目は、老いじたくアジリティです。アジリティと

は障害物競走のようなものです。子犬には、いろんな動

きや道具を経験させることに使い、若犬には、スピード

や、飛び越えたり踏み外したりして事故がないよう、正

確な動きをさせるために使いました。老犬では、無理の

ない運動は必要です。老犬の運動は、とにかくスローペー

スで行いバランスをとることを重視します。

    教室でも家でもできる「簡単アジリティ」は犬に身体

機能の維持、出来ることの喜びを与えることが出来ます。

昔を思いだし、できた喜びを味わうことで自信をつける

ことを目的に体験させます。

　また、足腰が弱ってきてヘルニアなどの病気になるこ

ともありがちなので、そうなった際の「リハビリテーショ

ン」に備える経験づくりに役立つといえます。

　最近は犬のリハビリセンターができ、獣医師とトレー

ナーが一緒になって理学療法的なことをおこなう動物病

院ができはじめました。急にリハビリの動きをしようと

したときに、経験した動きであれば、ストレスも感じず

にできるというものです。

　では、実際の様子を動画でお見せします。

・またぐ動きはつまづくこともとても大切。

　おっとっと！と足をひっこめることもとても重要な意

味があります。

　ここではゴルフのバーを使っていますが、お家にあれ

ばなるべく軽い細い木などを使用した方が安全です。

・スラロームはできるようになったらあまり飼い主に注

目させすぎないように、自然に前を向いた状態の方が犬

の体に負担がないと獣医師からのアドバイスがありまし

た。できるようになったら心がけたい物です。

・渡る際はぴょんと飛び降りないよう、また、飛び降り

てしまっても事故のない高さの物を使います。ここでは

お座りの後、だっこして降ろしました。

・椅子をくぐるのも少しだけ負荷がかかって楽しくでき

ます。

　椅子に引っかかってビックリさせないようにしっかり

手で椅子を固定しながらおこないました。

　このように家にあるもので無理のないよう、気を配り

ながらぜひやってみてはいかがでしょうか。

にこにこ笑いながら、語りかけながら一緒に楽しんでく

ださい。

　次に老犬の飼い主が戸惑うのが「食への執着」です。

若い頃はしつけで何と抑えることができたのに、ものを

破壊したり、意外な場所に侵入したり、耳をつんざくよ

うな要求吠えをしたりと、泣くに泣けない状況に陥るこ

ともあります。

　逆に食べられない状況に陥ることもあります。飼い主

としては食べてもらいたいものの、病気の時には食べる

ことを強いると犬の立場としてはつらいときもあるよう

です。ですので、今回は「食への執着」についてお話し

いたします。

　愛犬サリーが食への執着を見せ始めたのは１２歳を過

ぎる頃からでした。とにかく異常なまでの執着です。

体重もだんだん増えて、ほっそりした若い頃の面影は消

え、ぼてっと５キロ以上太ってしまいました。

　そんなサリーとの思いでの１枚の画像をお見せしま
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　あまりのすごさにおもわずカメラを向けてしまいまし

た。もう、人格が変わっちゃったね。。。。と、落胆しま

した。主人など、もう以前のサリーではない。とまで言

い出す始末でした。
　食への執着心対策として、

１．悪習を習慣づけないとは、食品を出しっぱなしにし

ない等の管理、食事時間や回数をまちまちにする。

これは若いときの犬の環境管理として同じようにとても

大切です。もう一回やり直す気持ちで周辺を見直します。

２，水やお湯でふやかしたり、野菜を入れたりして嵩を

増す

３、ゆっくり食べさせるように工夫する。

　とにかく発想の転換としては、管理で食べさせないよ

うに、ばかりに心を配るのではなく、

ダメといっても聞かなくなったら、工夫して「与える」、

ゆっくりでいいから「食べさせる」事が大切となります。

　では、具体的なやり方をご説明いたします。まずはば

らまきフード。小さい食器では食事が食べやすく、あっ

という間に終わってしまいます。

　フードボウルをレジャーシートに替えるという発想の

転換をしますと、探しながらじっくり食べるという狩り

の本能も満足させることができます。まだあるかも？？

という楽しみができ、フードを平らげても、まだまだ探

しております。

　次に大きなフード入れに例えば誤飲させない大きさの

ボールを数個入れてすぐにはフードを食べられないよう

な工夫をし、ゆっくり味わって食べさせる工夫をします。

宝探しゲームは、このような専用のおもちゃが売り出さ

れていますので、利用されると良いと思います。

　家の中全体の宝探しゲームならこんな具合です。

　老犬はほとんど最後は食べられなくなるものです。要

求吠えをしていたことが嘘のようにある日ぱたりと食べ

られなくなりますから、それまでの間、楽しい食事を心

がけてみたいものです。

　要求吠えにも、「ある程度受け入れる」という、老犬

ならではの考え方も大切になります。

　要求されたらどうぞ、といって１粒ずつあげます。

１０回あげたらもうおしまいね、といってちょっと要求

を聞いてあげると悲痛な叫びをしなくなるものです。

　人間の老い対策でも同じようにするそうです。

　グッズ体験会もおこないます。

　市販の物は高額なうえに身につけてみないと無駄に

なってしまうこともあります。

　レンタル制度が各病院でできることを提案いたしま

す。
　教室がなくても、今日聞いたことを試してみません

か？？昔通っていたしつけ方教室にお願いして機会を

作ってもらっても良いと思います。

　動物病院の待合室に体験コーナーなど設置していただ

けるとうれしいです。　

　お散歩仲間というと、どうしても同じような犬年齢で

集まることが多い物ですが、犬の年齢の違う飼い主さん

にも話しかけてみて、自分の体験談を話したり、お聴き

したりするのが良いと思います。

　周囲で身近に老いていく姿がみられるだけで、未知で

ある「犬の老いじたく」がやりやすくなります。

　予備知識があると不安が軽減されます。自分の犬がど

んな老いを迎えるのか予測がつけばあわてずに済みま

す。

　今から直ぐにできることはお散歩仲間との情報交換。

ぜひともやってみてください。

　最後に、飼い主の悩みは同じ経験をもつ飼い主同士の

情報交換をすることで心理的な安定を得ることができま

す。

　いつものようにお留守番をさせておりました。そして、

仕事から帰ると・・・・

す。老犬ケアや暮らし方の工夫を紹介し合ったり、不安

に思っていることを飼い主同士で聞いてもらったりしな

がらの、ティータイムを設定しています。

　時には飼い主の健康管理のために、簡単にできる食事

やおやつを持ち寄ることもあります。

　皆さん同様に誰でも通る道であることを確認し、自分

の犬に応用していきます。ネットワークがはぐくむ飼い

主の心と体の健康は、老犬のいる暮らしのベースとなる

ものです。

子犬叱るな　来た道だもの

老犬笑うな　行く道だもの

来た道行く道　二人旅

これから通る　今日の道

通り直しのできぬ道

　本当は子供、年寄り、であるこの詩は、姑をみて主人

がいつもつぶやく詩です。１日１日が一緒に過ごした思

いでづくり。生きてきた証しです。

　通り直しのできぬ道だからこそ、楽しく、味わって、

犬と飼い主、一緒にえんやこら、と最後の１歩まで歩み

たいものです。

ご静聴、どうもありがとうございました。


